
21日夕刻、緊急の呼びか

けに100人が集まり、河

口 京 教 組 委 員 長 の 司 会

で、府民の会辻事務局長

が、昨夜半から未明への

レーダー搬入強行の経過

と今後のとりくみについ

て報告。前窪共産党溥儀

団長が知事への抗議の申

し入れを報告、京都母親

連 絡 会 吉 田 会 長 か ら、

「あきらめないでたたか

おう」とあいさつ。怒り

のシュプレヒコールで包

まれました。 

26日、府民の会ら３者40人が米軍関係者らの仮住居のあるホテル近くの丹後

町・スーパーマイン前で、怒りの宣伝行動を繰り広げ、地域住民や買い物客に呼

びかけました。 



 28日付の「京都新聞」に上記の記事が掲載され

ました。場所はＲ482。弥栄町・黒部駐在所から

北へ400㍍、南行きの車線。水路がＲ482から左

折し曲がっていく手前。追突された電柱は右の写真

です。根元部分は、コンクリートがはがれ、鉄骨部

分がむき出しになって、衝突の激しさを物語ってい

ます。事故を起こしたのは、「27日未明」で「米

軍勤務者」。電柱への物損事故であったとはいえ、

事故を起こしたことは問題です。 

 オルブライト司令官は、日本国内で免許証は不要

でも、全員運転講習を受講させ、「安全に運転でき

るものにしか運転させない。」（9月24日・「安

全・安心対策連絡会議」）

と答えたものの、さっそく

事故が起こってしまった。

京丹後署は「軽微なため公

表しない」としています。 

 米兵による住民に交通安全を呼びかけるキャン

ペーンがスーパー前で行われましたが、自らの部

隊への再徹底こそ必要ではないでしょうか。 
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あなたの願いや想いを 

・切手は各自でお貼り下さい。注文はまとめて事務局へ 

・写真は、いずれも14th  missile  defense 

battery face book より。 


